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ア
ジ
ア
文
化
史
研
究
第
問
号
(二
O
一
九
(
令
和
元
)
年
八
月
)
南
遷
前
の
ウ
リ
ャ
ン
イ
ド
ヤ
ン
洪
武
二
二
年
(
一
三
八
九
)
五
月
、
明
朝
は
「
泰
寧
・
莱
顔
・
福
齢
の
三
衛
指
揮
ア
リ
シ
ャ
ン
ユ
リ
使
司
を
冗
良
晴
の
地
に
置
き
」
、
あ
わ
せ
て
「
阿
札
失
里
を
泰
寧
衛
指
揮
使
と
な
し
、
タ
ピ
ン
テ
ム
ル
ハ
イ
サ
ナ
ン
ダ
チ
塔
賓
帖
木
児
を
指
揮
同
知
と
な
し
、
海
撒
男
答
漢
を
福
徐
衛
指
揮
同
知
と
な
し
、
ユ
ト
ゥ
ル
フ
チ
ヤ
ル
飴
脱
魯
忽
察
児
を
染
顔
衛
指
揮
同
知
と
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
所
罵
の
部
を
領
せ
し
め
、
以
て
畜
牧
を
安
ん
ぜ
し
」
め
た
。
こ
れ
が
、
明
朝
が
東
モ
ン
ゴ
ル
に
設
立
し
た
三
つ
の
霧
醸
衛
所
、
す
な
わ
ち
ウ
リ
ャ
ン
ハ
イ
三
衛
と
総
称
さ
れ
る
泰
寧
衛
・
福
絵
衛
・
ド
ヤ
ン
ウ
ノ
ド
ウ
ル
ウ
リ
ャ
ン
ハ
イ
呆
顔
衛
で
あ
る
。
こ
の
三
衛
の
前
身
は
、
そ
れ
ぞ
れ
元
朝
の
莱
因
顔
温
都
児
冗
良
喰
フ
ユ
ル
【
訳
者
桂
一
】
千
戸
所
・
灰
亦
児
等
虚
怯
憐
口
千
戸
所
・
石
(
台
)
州
等
虚
怯
憐
口
千
戸
所
で
あ
っ
た
。
で
は
、
明
初
に
お
け
る
三
衛
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。一
九
二
九
年
、
和
田
清
は
日
本
の
『
史
学
雑
誌
』
上
に
「
冗
良
恰
三
衛
の
本
拠
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
、
そ
こ
で
上
述
の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
な
考
証
タ
オ
ル
フ
ユ
を
試
み
、
泰
寧
衛
は
挑
見
河
流
域
、
福
齢
衛
は
瑚
裕
爾
河
流
域
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
• 
モ
ン
ゴ
ル
人
の
遊
牧
地
に
つ
い
て
特テ
不動ル
望3
1専白
訳日:
木ム
た
。
染
顔
衛
の
原
住
地
に
つ
い
て
は
、
こ
の
和
田
論
文
で
は
最
初
、
現
在
の
ジ
ャ
ラ
チ
ヨ
ル
イ
ト
旗
内
の
梓
爾
河
流
域
と
采
顔
山
に
比
定
し
て
い
る
。
和
田
清
の
研
究
の
影
響
は
大
き
く
、
「
中
国
歴
史
地
図
集
」
は
、
来
顔
衛
の
明
初
の
分
布
位
置
を
内
モ
ン
ゴ
ル
の
ジ
ャ
ラ
イ
ト
旗
内
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
和
田
清
の
研
究
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
烏
蘭
は
、
自
身
の
著
書
『
《
蒙
古
源
流
》
研
究
』
に
お
い
て
、
「
二
一
一
一
一
一
年
(
元
・
延
祐
三
年
)
、
元
朝
は
染
因
温
都
見
冗
良
恰
千
戸
所
を
設
け
、
そ
の
地
は
呆
顔
山
一
帯
に
あ
っ
た
。
呆
顔
山
は
『
誹
牧
記
』
に
お
け
る
「
莱
雲
山
」
で
あ
り
、
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
ジ
ャ
ラ
イ
ト
旗
内
に
あ
り
、
ボ
グ
ダ
山
と
称
さ
れ
て
い
る
。
明
初
、
明
朝
の
朝
廷
は
一
三
八
九
年
に
、
こ
の
地
域
の
人
々
を
も
っ
て
采
顔
衛
を
設
ト
ル
ホ
チ
ャ
ル
立
し
、
そ
の
首
領
の
脱
見
忽
察
児
を
指
揮
同
知
と
し
て
、
衛
の
職
務
を
掌
ら
せ
た
(
「
明
太
祖
実
録
』
洪
武
二
二
年
五
月
発
巳
条
)
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
そ
の
後
も
自
ら
を
元
々
の
部
名
で
呼
ん
で
い
た
の
で
、
明
人
に
よ
っ
て
「
五
両
案
」
と
音
訳
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
五
両
案
」
と
は
、
ウ
リ
ャ
ン
ハ
イ
の
も
う
一
つ
別
の
漢
字
音
写
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
莱
顔
衛
の
明
初
の
在
所
に
関
す
る
問
題
に
つ
南遷前のウリャンハイ・モンゴル人の遊牧地について
い
て
、
烏
蘭
も
和
田
清
の
見
解
の
一
部
を
参
考
に
し
、
受
け
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
和
田
清
の
文
章
を
通
読
し
て
み
る
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
采
顔
衛
の
地
を
采
顔
山
近
辺
に
で
は
な
く
、
基
本
史
料
の
記
載
か
ら
誰
離
し
て
、
最
終
的
に
は
、
グ
イ
レ
ル
ソ
ヨ
ル
ジ
【
訳
者
控
二
】
遁
か
遠
方
の
帰
流
(
の
芭
O
円
)
河
と
そ
の
付
近
の
索
岳
児
済
(ωo苫
恒
)
山
に
比
定
す
る
に
及
ん
で
い
る
。
陳
正
祥
編
著
『
中
国
歴
史
・
文
化
地
理
図
冊
」
の
「
明
代
初
期
的
彊
域
」
は
、
明
初
の
福
絵
衛
を
搬
江
流
域
に
、
染
顔
衛
と
泰
寧
衛
を
撤
江
以
西
、
大
興
安
嶺
南
麓
に
描
い
て
い
る
。
こ
れ
自
体
は
間
違
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
た
だ
し
こ
の
図
に
は
縛
爾
河
と
桃
見
河
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
特
に
注
意
を
引
く
の
は
、
泰
寧
衛
に
比
し
て
、
来
顔
衛
の
位
置
が
非
常
に
西
に
偏
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
和
田
清
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
和
田
清
は
日
本
モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
の
大
家
・
泰
斗
で
あ
り
、
そ
の
『
東
亜
史
研
究
(
蒙
古
篇
)
』
は
モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
の
-
記
念
碑
的
著
作
で
あ
る
。
特
に
明
代
モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
は
久
し
く
学
界
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
学
術
史
の
重
要
な
一
環
と
し
て
、
和
田
清
の
ウ
リ
ャ
ン
ハ
イ
・
モ
ン
ゴ
ル
人
の
遊
牧
地
に
関
す
る
考
証
結
果
に
は
、
な
お
慎
重
に
修
正
を
試
み
る
余
地
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
采
顔
衛
の
地
理
位
置
に
関
し
て
、
最
も
基
本
と
な
る
史
料
は
、
清
代
の
学
者
張
穆
ト
ル
ホ
チ
ヤ
ル
の
『
蒙
古
瀞
牧
記
』
、
及
ぴ
『
華
夷
訳
語
』
所
載
の
「
脱
児
忽
察
見
書
」
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
和
田
清
も
こ
れ
ら
の
史
料
に
注
目
し
、
利
用
し
て
い
る
。
本
稿
に
お
け
る
検
討
も
ま
た
、
こ
の
両
基
本
史
料
よ
り
着
手
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
曲
家
古
癖
牧
記
』
巻
一
に
は
、
ジ
ャ
ラ
イ
ト
「
旗
の
北
百
二
十
里
に
采
雲
山
が
あ
り
、
:
・
旗
の
北
八
十
里
に
緯
爾
河
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
華
夷
訳
語
』
所
載
の
「
脱
児
忽
察
見
書
」
が
述
べ
る
大
意
は
、
「
我
等
ウ
リ
ャ
ン
ハ
イ
の
民
は
林
木
中
2 
の
民
に
て
、
国
主
、
洪
福
あ
る
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
時
よ
り
以
来
、
額
客
多
延
温
都
児
・
丁
棚
木
漣
に
〔
居
住
し
〕
、
今
に
至
る
ま
で
離
れ
た
こ
と
が
な
い
。
さ
ら
に
累
朝
皇
ト
ふ
ト
ホ
帝
の
代
々
、
か
ね
て
か
ら
献
納
す
る
寓
鷹
土
豹
等
の
度
貨
は
、
毎
年
多
少
〔
を
問
わ
ず
〕
、
力
を
尽
く
し
て
大
都
に
献
納
し
て
き
た
」
云
々
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
和
田
清
は
論
文
中
、
上
掲
の
史
料
を
引
用
し
た
あ
と
、
「
こ
の
染
雲
(
叶
?
ユ
ロ
)
山
こ
そ
即
ち
莱
顔
(
ロ
♀
自
)
山
で
、
縛
爾
(ng-)
河
が
即
ち
捌
(ωEO)
河
な
の
だ
ろ
う
と
考
へ
た
。
蓋
し
泰
寧
衛
が
挑
見
河
畔
に
在
り
、
福
飴
衛
が
瑚
裕
爾
河
上
に
在
る
と
き
に
、
残
る
染
顔
衛
を
以
て
縛
爾
河
流
域
と
考
へ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
可
な
い
よ
う
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
和
田
清
は
、
お
そ
ら
く
シ
ュ
オ
ム
レ
ン
イ
フ
ド
ヤ
ン
ウ
ン
ド
ゥ
ル
「
捌
木
漣
」
は
縛
爾
河
で
あ
り
、
「
額
客
多
延
温
都
児
」
は
「
呆
雲
山
」
で
あ
ろ
う
か
ら
、
呆
顔
衛
の
位
置
は
内
モ
ン
ゴ
ル
の
ジ
ャ
ラ
イ
ト
旗
の
梓
爾
河
流
域
に
あ
た
る
と
推
測
し
た
の
で
あ
る
。
和
田
清
は
こ
こ
で
い
っ
た
ん
結
論
に
達
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
に
な
お
そ
の
結
論
に
は
満
足
し
て
お
ら
ず
、
以
下
の
よ
う
に
論
証
を
続
け
て
い
る
け
れ
ど
も
尚
ほ
考
え
て
見
る
に
、
棚
、
河
の
音
は
縛
爾
河
と
は
大
分
隔
た
り
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
来
顔
衛
は
他
の
二
衛
の
帰
降
が
未
だ
十
分
定
ま
ら
な
か
っ
た
時
に
、
既
に
率
先
し
て
順
服
し
た
こ
と
、
上
掲
脱
児
諮
察
児
の
書
に
も
窺
は
れ
る
通
り
で
、
後
に
は
最
も
夙
く
最
も
近
く
明
の
辺
上
に
移
っ
た
部
落
で
あ
る
。
然
る
に
そ
れ
が
挑
児
河
畔
の
泰
寧
衛
よ
り
は
一
段
奥
地
の
綿
爾
河
辺
に
居
た
と
い
ふ
の
は
、
果
た
し
て
と
う
で
あ
ら
う
か
。
泰
寧
衛
の
地
は
極
め
て
広
く
て
、
後
に
永
楽
四
年
十
月
そ
の
地
を
割
い
て
密
陳
・
卜
刺
竿
・
蘇
温
河
衛
を
置
い
た
と
い
ふ
。
緯
爾
河
の
方
面
は
寧
ろ
そ
れ
ら
諸
衛
の
地
域
で
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
。
況
し
て
同
河
の
下
流
域
は
早
く
巳
に
永
楽
の
初
め
か
ら
、
福
徐
衛
衆
の
占
拠
に
委
ね
て
ゐ
た
こ
と
も
既
述
の
通
り
で
は
な
い
か
。
否
染
顔
衛
は
向
じ
く
一
一
一
衛
の
中
で
も
、
他
の
二
衛
と
異
な
っ
て
、
最
初
か
ら
明
廷
に
対
し
て
忠
誠
を
続
け
た
部
族
で
、
そ
の
故
に
こ
そ
、
洪
武
、
水
楽
用
武
の
際
他
の
二
衛
は
そ
の
首
長
を
更
迭
せ
ら
れ
た
中
に
、
ひ
と
り
同
一
の
酋
首
を
戴
い
て
ゐ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
さ
う
い
ふ
部
族
は
膏
に
そ
れ
が
直
接
元
室
の
喬
孫
で
な
か
っ
た
と
い
ふ
為
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
恐
ら
く
必
ず
明
の
勢
力
に
近
く
、
そ
の
威
力
を
感
じ
易
い
所
に
ゐ
た
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ほ
明
の
張
天
復
の
皇
輿
考
冗
良
恰
考
や
明
史
三
衛
伝
等
に
よ
る
と
、
染
顔
衛
は
遼
王
・
恵
寧
王
と
共
に
降
っ
た
呆
顔
元
帥
府
の
後
で
あ
る
。
元
末
に
特
に
元
帥
府
を
置
か
れ
た
地
方
と
い
へ
ば
、
そ
れ
は
北
方
山
間
の
緯
爾
河
畔
よ
り
は
、
も
っ
と
著
し
い
要
衝
の
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
染
顔
衛
の
地
が
特
に
西
方
に
偏
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
上
掲
の
「
脱
児
諮
察
見
書
」
に
も
明
見
す
る
如
く
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
和
田
は
、
来
顔
山
は
梓
爾
河
流
域
に
な
か
っ
た
の
で
は
と
疑
い
を
抱
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
「
棚
、
河
の
音
は
縛
爾
河
と
は
大
分
隔
た
り
が
あ
る
」
こ
と
、
官
一
徳
・
正
統
年
間
(
一
四
二
六
1
四
九
)
に
三
衛
は
次
第
に
南
遷
し
て
明
朝
の
蔚
州
と
遼
東
辺
外
の
草
原
を
占
据
し
た
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
莱
顔
衛
は
古
北
口
・
喜
蜂
口
外
の
山
区
に
位
置
し
た
が
、
こ
れ
が
和
田
の
い
う
「
最
も
夙
く
最
も
近
く
明
の
辺
上
に
移
っ
た
部
落
」
で
あ
り
、
か
っ
「
明
廷
に
対
し
て
忠
誠
を
続
け
た
部
族
」
で
あ
っ
た
。
さ
す
れ
ば
、
も
し
も
染
顔
山
を
ジ
ャ
ラ
イ
ト
旗
域
内
の
呆
顔
山
に
比
定
す
る
と
、
そ
の
位
置
は
挑
児
河
流
域
の
泰
寧
衛
よ
り
さ
ら
に
遠
く
離
れ
て
し
ま
い
、
7
オ
盾
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
和
田
は
、
『
蒙
古
詐
牧
記
』
の
記
述
を
あ
っ
さ
り
と
放
棄
し
て
、
帰
流
河
上
流
に
日
を
移
し
た
。
そ
し
て
染
顔
山
の
位
置
を
探
る
グ
イ
レ
ル
ベ
く
、
続
け
て
『
水
道
提
綱
』
中
の
「
帰
動
里
河
」
の
説
明
を
引
用
し
、
そ
の
上
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
帰
勤
里
河
は
貴
烈
・
貴
列
・
貴
列
見
・
亀
刺
見
・
曲
列
児
河
等
に
作
っ
て
元
史
に
散
見
し
、
後
の
大
明
実
録
・
明
史
等
に
は
屈
烈
・
鬼
力
見
も
し
く
は
屈
列
見
河
等
に
も
作
り
、
即
ち
桃
児
河
の
南
上
源
で
あ
る
。
母
菜
顔
山
と
は
果
し
て
何
鹿
か
詳
ら
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
は
右
の
烏
藍
灰
河
の
発
源
地
索
約
見
難
山
の
別
名
で
は
な
か
ら
う
か
。
蓋
し
索
約
見
難
山
は
普
通
に
索
岳
爾
済
山
に
作
り
、
西
に
恰
勤
恰
河
、
南
に
冗
勅
灰
河
及
、
び
東
に
帰
勤
里
河
の
共
に
発
源
す
る
所
で
、
興
安
嶺
中
こ
の
方
面
に
於
け
る
最
も
著
し
い
名
山
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
麓
を
流
れ
る
棚
河
と
は
、
必
ず
こ
の
烏
蘭
灰
河
町
ち
烏
藍
古
依
河
の
本
来
の
呼
称
に
相
違
あ
る
ま
い
。
こ
こ
に
和
田
清
は
、
正
確
な
「
解
答
」
に
た
ど
り
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
呆
顔
山
を
挑
児
河
上
流
南
源
の
「
索
岳
爾
済
山
」
に
比
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
「
東
亜
史
研
究
(
蒙
古
篇
)
』
は
巻
末
に
「
清
代
蒙
古
地
図
」
を
付
し
グ
イ
レ
ル
て
あ
り
、
そ
こ
で
は
采
顔
山
が
「
屈
裂
児
河
」
上
流
か
ら
遠
く
な
い
位
置
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。
陳
正
祥
『
中
国
歴
史
・
文
化
地
理
図
冊
』
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
地
図
を
参
考
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
、
和
田
清
が
「
け
れ
ど
も
尚
ほ
考
え
て
見
」
た
こ
と
で
得
た
「
解
答
」
は
、
前
述
し
た
最
初
の
考
証
結
果
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
和
田
清
は
「
染
顔
衛
の
地
が
特
に
西
方
に
偏
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
上
掲
の
「
脱
児
南遷前のウリャンハイ・モンゴル人の遊牧地について3 
都
察
見
書
」
に
も
明
見
す
る
如
く
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
は
こ
の
文
書
か
ら
「
染
顔
衛
の
地
が
特
に
西
方
に
偏
し
て
ゐ
た
」
事
実
は
見
出
し
が
た
い
。
か
つ
縛
爾
河
は
現
代
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
長
母
音
で
合
。
]
と
な
る
の
で
、
和
田
清
の
「
悼
爾
Q
u
o
-
)
河
」
の
転
写
は
明
ら
か
に
不
正
確
で
あ
り
、
ま
た
「
棚
(
印
EC)
河」
の
転
写
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
誤
り
で
あ
る
。
「
搬
」
(
作
。
)
の
母
音
、
及
び
脱
児
艶
察
児
の
「
脱
」
(
H
O
)
の
母
音
は
、
と
も
に
モ
ン
ゴ
ル
語
第
四
母
音
を
転
写
し
た
も
の
、
要
す
る
に
後
舌
母
音
の
o
で
あ
る
。
『
元
朝
秘
史
』
と
『
華
夷
訳
語
』
は
ど
ち
ら
も
、
明
初
に
翰
林
院
が
養
成
し
た
翻
イ
リ
ン
チ
ノ
訳
者
が
つ
く
っ
た
翻
訳
作
品
で
あ
る
。
亦
隣
真
は
、
「
元
朝
秘
史
』
の
「
本
文
は
漢
字
音
写
を
用
い
た
モ
ン
ゴ
ル
語
で
あ
り
、
本
文
横
に
「
傍
訳
」
と
称
さ
れ
る
漢
文
逐
語
訳
が
あ
る
。
本
書
全
体
で
一
八
二
節
に
分
か
れ
、
各
節
の
後
ろ
に
「
総
訳
」
と
称
さ
れ
る
小
字
・
低
行
の
漢
文
摘
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
音
写
と
訳
注
は
み
な
明
の
翰
林
訳
員
の
手
書
き
で
あ
り
、
十
中
八
九
、
二
二
八
二
年
に
命
を
奉
じ
て
華
夷
訳
語
』
を
編
写
し
た
翰
林
侍
講
火
源
潔
・
編
修
馬
沙
亦
黒
ら
の
訳
作
で
あ
る
。
明
人
は
本
書
を
モ
ン
ゴ
ル
語
の
教
材
と
な
し
、
通
訳
・
翻
訳
員
の
訓
練
に
用
い
た
の
で
、
ゆ
え
に
こ
の
よ
う
に
多
く
の
加
工
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
両
書
の
訳
注
者
は
同
一
人
物
に
違
い
な
く
、
同
時
代
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
訳
音
に
用
い
た
漢
字
も
大
半
が
同
じ
で
あ
る
。
栗
林
均
編
『
『
元
朝
、
秘
史
』
モ
ン
ゴ
ル
語
漢
字
音
訳
・
傍
訳
漢
語
対
照
語
葉
』
の
統
計
一
覧
に
よ
れ
ば
、
「
捌
」
は
二
九
回
現
れ
る
が
、
す
べ
て
後
舌
母
音
の
音
節
で
あ
る
な
で
音
写
さ
れ
、
例
外
は
な
い
。
そ
の
う
ち
、
人
名
の
欄
思
(
合
印
)
は
八
回
、
同
じ
く
人
名
の
捕
児
馬
竿
(
n
R
B
E
B
)
は
六
回
、
形
容
調
の
棚
壇
(
合
片
山
口
)
は
三
回
現
れ
る
。
そ
の
他
の
用
例
は
わ
ざ
わ
ざ
示
さ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
華
夷
訳
語
』
の
「
棚
」
は
宕
と
読
む
と
確
定
で
き
る
。
音
節
末
尾
の
子
音
音
写
に
つ
い
て
は
、
『
元
朝
秘
史
』
と
『
華
夷
訳
語
」
4 
で
や
や
異
な
る
。
例
え
ば
、
「
墓
十
夷
訳
語
凡
例
』
に
は
「
字
の
傍
ら
に
小
さ
く
丁
の
字
を
注
記
し
て
あ
る
の
は
頂
舌
音
で
あ
る
。
舌
先
を
上
顎
に
添
え
て
こ
れ
を
発
音
す
る
」
と
あ
る
。
要
す
る
に
、
訳
音
漢
字
の
左
上
の
角
に
小
字
の
「
丁
」
を
注
記
す
る
こ
と
で
、
そ
の
音
節
は
舌
音
の
l
が
語
尾
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
『
華
夷
訳
語
』
で
は
、
「
勤
」
の
字
を
用
い
て
「
頂
舌
音
」
を
示
す
場
合
も
あ
る
。
『
華
夷
訳
語
凡
例
」
に
は
、
「
字
の
下
に
小
さ
く
勤
の
字
を
注
記
し
て
あ
る
の
は
、
ま
た
頂
舌
音
と
同
じ
で
あ
り
、
例
え
ば
泳
呼
莫
勤
孫
の
よ
う
な
類
い
で
あ
る
」
と
あ
り
、
「
勅
」
が
訳
音
漢
字
の
右
下
の
角
に
記
さ
れ
る
点
で
異
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
元
朝
秘
史
』
lま
音
節
末
尾
の
舌
音
を
表
示
す
る
際
、
単
に
小
さ
な
「
勤
」
を
用
い
て
示
す
だ
け
で
あ
る。
和
田
清
は
「
脱
児
忽
察
見
書
」
を
分
析
に
お
い
て
、
「
今
印
刷
の
困
難
を
避
け
て
便
宜
ま
づ
そ
の
大
意
を
摘
訳
し
て
み
る
」
と
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
「
摘
訳
」
の
時
、
こ
の
音
節
末
尾
の
舌
音
を
音
写
す
る
漢
字
「
丁
」
を
省
か
せ
て
し
ま
っ
た
。
「
丁
欄
」
の
モ
ン
ゴ
ル
語
ラ
テ
ン
文
字
転
写
は
E-
で
あ
る
べ
き
で
、
こ
れ
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
東
部
の
モ
ン
ゴ
ル
人
は
、
本
来
長
音
ロ
o
o
-
を
も
っ
て
こ
の
河
を
称
し
て
い
た
、
と
い
う
の
が
唯
一
求
め
ら
れ
る
解
釈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
は
『
華
夷
訳
語
』
中
で
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
和
田
清
が
「
欄
河
の
音
は
緯
爾
河
と
は
大
分
隔
た
り
が
あ
る
」
と
述
べ
た
の
は
、
誤
り
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
『
元
朝
秘
史
』
中
の
「
捌
」
字
と
「
梓
」
字
は
、
と
も
に
合
の
音
で
あ
り
、
例
え
ば
「
棚
児
馬
竿
」
(
第
二
六
O
節
)
と
「
縛
児
馬
竿
」
(
第
二
七
O
、
二
七
回
節
)
は
、
ど
ち
ら
も
音
写
人
名
E
E
g官
ロ
を
音
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
年
に
い
た
っ
て
も
「
緯
」
は
従
来
の
用
法
ど
お
り
使
わ
れ
続
け
、
「
緯
」
の
後
舌
音
に
つ
い
て
は
「
爾
」
で
一
不
さ
れ
、
「
縛
爾
河
」
と
記
す
の
が
清
代
の
訳
音
漢
字
の
慣
例
と
な
っ
た
。
『
華
夷
訳
語
』
の
音
写
の
モ
ン
ゴ
ル
語
音
節
の
「
丁
棚
」
は
開
。
。
-
で
あ
る
べ
き
で
、
和
田
清
に
よ
る
漢
語
併
音
岳
g
で
は
な
い
。
「
棚
木
漣
」
マ
ノ
ド
ゥ
フ
と
「
縛
爾
河
」
の
二
つ
の
語
柔
の
音
読
は
遠
く
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
満
達
夫
校
注
『
華
夷
訳
語
」
も
「
棚
」
の
字
を
漏
ら
し
て
お
り
、
「
棚
木
連
」
の
前
の
「
丁
」
を
加
。
日
ロ
円
。
ロ
と
音
写
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
和
田
清
の
研
究
の
影
響
を
受
け
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
我
々
は
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
ぅ
。
す
な
わ
ち
、
『
曲
家
古
瀞
牧
記
」
に
記
さ
れ
る
「
来
雲
山
」
は
染
顔
山
と
み
て
間
違
い
な
く
、
そ
の
付
近
の
「
棚
泳
漣
」
は
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
の
ジ
ヤ
ラ
イ
ト
旗
域
内
の
縛
爾
河
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
和
田
清
が
「
け
れ
ど
も
尚
ほ
考
え
て
見
」
て
得
た
結
論
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
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『
明
太
祖
実
録
』
二
九
四
六
1
三
九
四
七
頁
。
『
元
史
』
巻
八
十
八
。
烏
繭
閑
『
《
蒙
古
源
流
》
研
究
』
(
遼
寧
民
族
出
版
社
、
二
O
O
O年
)
、
二
一
四
1
一
二
五
頁
。
陳
正
祥
編
著
『
中
国
歴
史
・
文
化
地
理
図
冊
』
(
原
書
一
房
、
一
九
八
二
年
)
、
九
二
員
。
『
蒙
古
按
牧
記
』
巻
一
。
栗
林
均
編
『
華
夷
訳
語
(
甲
種
本
)
・
モ
ン
ゴ
ル
語
全
単
語
・
語
尾
索
引
』
(
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
O
O
三
年
)
、
九
六
1
九
七
頁
。
こ
の
部
分
の
原
文
は
「
大
都
に
献
納
し
た
」
で
あ
る
が
、
漢
訳
本
は
誤
っ
て
「
上
都
」
と
し
て
い
る
。
和
田
清
『
東
亜
史
研
究
(
蒙
古
篇
)
』
(
東
洋
文
庫
、
一
九
五
九
年
)
、
一
一
一
一
一
一
頁
、
活
世
憲
漢
訳
本
「
明
代
蒙
古
史
論
集
」
(
商
務
印
書
館
、
一
九
八
四
年
)
、
一
一
一
一
頁
。
和
田
清
『
東
亜
史
研
究
(
蒙
古
篇
)
』
一
一
一
一
一
一
1
一一一二三員。
7 8 
10 9 
和
田
清
『
東
亜
史
研
究
(
蒙
古
篇
)
』
一
一
一
一
四
百
ハ
。
亦
隣
真
夫
元
朝
、
秘
史
》
及
其
復
原
』
(
内
蒙
古
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)
所
収
の
『
元
朝
秘
史
』
復
元
本
、
七
三
1
七
四
頁
(
[
再
録
]
「
亦
隣
真
蒙
古
学
文
集
』
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
二
O
O
一年)。
栗
林
均
編
「
『
元
朝
、
秘
史
』
モ
ン
ゴ
ル
語
漢
字
音
訳
・
傍
訳
漢
詩
対
照
語
葉
」
(
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
O
O
九
年
)
、
二
一
五
頁
。
和
田
清
『
東
亜
史
研
究
(
蒙
古
篇
)
』
一
=
一
O
頁。
烏
・
満
達
夫
校
勘
標
音
注
釈
『
華
夷
訳
語
』
(
内
蒙
古
文
化
出
版
社
、
二
五
六
頁
。
11 13 12 
一
九
九
八
年
)
、
一
訳
者
注
一
】
怯
憐
口
(
怯
憐
戸
)
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
悶
R
E音
E
B
g
(家
の
人
、
家
の
子
)
の
転
写
と
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
領
主
に
私
属
す
る
「
家
内
奴
隷
」
「
召
使
い
」
を
意
味
す
る
。
詳
し
く
は
、
小
林
高
四
郎
「
元
の
怯
憐
口
に
就
い
て
の
疑
」
(
『
社
会
経
済
史
学
」
七
ご
二
)
一
一
1
一
一
一
頁
、
一
九
三
七
年
)
、
海
老
沢
哲
雄
「
モ
ン
ゴ
ル
王
朝
期
の
怯
憐
口
に
関
す
る
覚
書
」
(
『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
(
社
会
科
学
編
)
一
一
O
(
ご
四
七
j
六
一
一
貝
、
一
九
六
九
年
)
、
ジ
ヨ
l
ナ
ス
ト
(
照
那
斯
図
)
著
、
松
田
善
之
訳
・
解
題
「
『
老
乞
大
』
中
の
モ
ン
ゴ
ル
諾
と
関
連
す
る
語
句
に
対
す
る
解
釈
に
つ
い
て
」
(
「
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
」
一
一
一
人
0
1
八
一
百
円
、
二
O
O
六
年
)
を
参
照
。
【
訳
者
注
二
}
索
岳
爾
済
山
は
大
興
安
嶺
山
脈
の
主
峰
で
、
ジ
ェ
リ
ム
盟
・
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
・
フ
ル
ン
ボ
イ
ル
・
ハ
ル
ハ
の
境
界
に
位
置
す
る
。
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